
　
下
ノ
丁
北
端
の
東
側
に
山
本
家

住
宅
は
あ
り
、
武
家
屋
敷
山
本
邸

と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
山
本
家
は
、
家
譜
に
よ
れ
ば
、

鉄
砲
師
範
の
家
柄
で
、
文
化
10
年

（
１
８
１
３
年
）
に
、
現
在
地
の
向

か
い
側
に
屋
敷
を
拝
領
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
慶
應
４
年
（
１
８
６
８
年
）

に
新
た
に
建
て
居
住
し
た
の
が
、

現
在
の
屋
敷
で
す
。

　
山
本
家
は
、
通
り
に
面
し
て
長

屋
門
を
設
け
、
そ
の
奥
に
主
屋
を

建
て
て
い
ま
す
。

　
主
屋
は
、
茅
葺
き
の
棟
を
Ｌ
字

型
と
す
る
鍵
家
で
す
。
通
り
に
平

行
な
棟
の
下
に
、
ゲ
ン
カ
ン
を
も

つ
シ
ン
シ
ツ
・
ザ
シ
キ
・
オ
ク
ザ

シ
キ
を
並
べ
、
直
角
の
棟
に
イ
マ

と
土
間
を
も
つ
ダ
イ
ド
コ
ロ
を
お

さ
め
て
い
ま
す
。
オ
ク
ザ
シ
キ
に

は
板
床
・
違
棚
・
付
書
院
と
い
っ

た
座
敷
飾
を
も
ち
、
座
敷
境
に
は

欄
間
を
つ
け
て
、
長
押
を
打
つ
な

ど
、
武
家
屋
敷
ら
し
い
室
内
意
匠

と
な
っ
て
い
ま
す
。
柱
は
杉
材
、

角
釘
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
長
屋
門
は
切
妻
造
・
桟
瓦
葺
で

建
築
年
代
は
主
屋
と
同
時
期
の
慶

應
４
年
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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 「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
発
見
し
て

永
く
愛
さ
れ
る
カ
ル
タ
を
」
と
い
う
目

的
の
も
と
、
三
会
地
区
に
ち
な
ん
だ
読

み
札
を
募
集
し
て
い
た
「
し
ま
ば
ら
三

会
か
る
た 

」
が
12
月
に
完
成
し
ま
す
。

　
読
み
札
は
、
市
内
外
問
わ
ず
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
応
募
作
品
は
、
三
会
地
区

に
あ
る
史
跡
や
言
い
伝
え
、
伝
統
文
化
、

方
言
、
地
名
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
地

域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
を
題

材
に
し
た
も
の
ば
か
り
。
こ
の
う
ち
、

か
る
た
に
使
う
44
枚
を
審
査
で
選
び
、

三
会
か
る
た
作
り
委
員
会
の
本
多
優
美

さ
ん
が
挿
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
地
域
か
ら
か
る
た
作

り
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
。
地
元
の
Ｐ

Ｔ
や
町
内
会
、
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
、

す
ぐ
に
「
三
会
か
る
た
作
り
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
か
る
た
作
成
に
向
け
た

計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
市
の
「
が

ま
だ
す
地
域
づ
く
り
補
助
金
」
を
活
用

し
て
作
成
さ
れ
、
特
徴
は
札
が
地
域
色

豊
か
な
こ
と
と
、
か
る
た
を
裏
に
し
て

並
べ
る
と
三
会
地
区
の
地
図
に
な
る
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
か
る
た
は
、
12
月
10
日
ま
で
予

約
受
付
を
行
っ
た
後
、
12
月
中
旬
に
協

ふ
る
さ
と
再
発
見

―
  

武
家
住
宅
「
山
本
家
」  ―
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地
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に
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い
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で
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こ
の
か
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は
、
12
月
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日
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で
予
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受
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を
行
っ
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後
、
12
月
中
旬
に
協

「
し
ま
ば
ら
三
会
か
る
た 

」
も
う
す
ぐ
完
成
！

賛
金
１
２
０
０
円
と
引
き
換
え
に
配
布
さ

れ
ま
す
（
限
定
２
５
０
セ
ッ
ト
）。
予
約

は
三
会
公
民
館
（
☎
62
４
５
０
５
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。

　
三
会
地
区
青
少
年
健
全
育
成
会
議
で
は
、

来
年
１
月
７
日
に
実
施
す
る
鬼
火
行
事
の

後
に
、
こ
の
か
る
た
を
用
い
た
「
か
る
た

大
会
」
を
開
催
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
地
元
を
知
り
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に

正
月
は
こ
の
「
し
ま
ば
ら
三
会
か
る
た
」

で
遊
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
読
み
札
の
例

　

汚
れ
金　

洗
い
し
川
は　

金
洗
川　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
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英
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洗
切
町
）
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コ
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ー　
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で
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う
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